
　平成 30 年度には、ハーベスタ等 8 台、令和元年度はグラップル等10 台の高性能林業機械を国の交

付金事業にて日南町のご支援も頂きながら導入しました。森林組合直営班及び町内素材生産業者の搬出

現場で活躍中です。機械化を推進する事により、労働生産性の向上・生産コストの削減・労働強度の軽

減を図り、木材生産量の拡大・林業の収益性の向上・労働災害の減少を目指します。
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第57回通常総代会開催報告
杉・桧　立木を買い取ります
活動報告
日南町の林業を支える人々
原木取扱量
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理事会開催報告
令和２年度補助金取扱手数料及び
精算時期について
日南町森林組合新入作業員紹介
日南町森林組合組織図
お知らせ



加工
千円

森林整備
千円

利用 千円

購買 千円

指導 千円

建設 千円

令和元年度 事業実績
事業別収益（ 億 万円）

加工 森林整備 利用 購買 指導 販売 建設

令和元年度　損益計算書

④
⑤=③-④
⑥
⑦
⑧=⑥-⑦
⑨=⑤+⑧
⑩
⑪
⑫=⑩-⑪
⑬=⑨+⑫
⑭

⑰
⑱=⑮+⑯+⑰

単位：千円(千円未満切捨て)

科　　　　目 金    額

事 業 総 利 益
事 業 総 収 益 ①
事 業 総 費 用 ②

事 業 外 損 益
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
事 業 外 損 益 △ 

事 業 総 利 益 ③=①-②
事 業 管 理 費
事 業 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益
特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益

前 期 繰 越 剰 余 金 ⑯
再 造 林 積 立 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 及 び 住 民 税
当 期 剰 余 金 ⑮=⑬-⑭

剰 余 金 処 分 額
法 定 準 備 金
次 期 繰 越 剰 余 金

令和元年度　剰余金処分案 単位：千円(千円未満切捨て)

科　　目 小　　計 合　　計
当 期 未 処 分 剰 余 金
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提
出
議
案

令
和
元
年
度　

事
業
報
告

指
導
部
門

■
情
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、
相

談
員
に
よ
る
組
合
員
対
応
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

■
安
全
大
会
・
安
全
会
議
・
各
種
健
康
診
断
の
実
施
。

一
人
親
方
等
の
労
災
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
り

ま
し
た
。

■
日
南
町
林
業
ま
つ
り
及
び
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
Ｉ
Ｎ
鳥
取
の
開
催
に
協
力
、
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

販
売
部
門

■
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
搬
出
間
伐
の
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

■
町
内
外
の
素
材
生
産
業
者
や
日
南
町
木
材
生
産
事

業
協
同
組
合
等
と
協
力
し
、
木
材
市
場
や
森
林
組

合
集
積
場
へ
の
木
材
搬
出
に
努
め
、
㈱
物
林
等
と

協
力
し
、
販
売
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

■
㈱
オ
ロ
チ
等
と
連
携
を
図
り
、
製
材
品
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ

製
品
等
の
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

森
林
整
備
部
門

■
日
南
町
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
、
境
港
市
造
林
等

の
森
林
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
受
託
造
林
事
業
、
林
業

専
用
道
開
設
等
森
林
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

■
一
般
購
買
品
、
苗
木
等
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

令和2年度事業計画設定について
役員報酬額の決定について

借入金の最高限度額について
余裕金の預け入れ先の決定について

棄権
第1号議案 日南町森林組合定款の一部改正について

提出議案 賛成 否認

第2号議案
令和元年度事業報告、貸借対照表、損益計算
書、剰余金処分案、注記表、付属明細書の承
認について

第3号議案
第4号議案

第5号議案
一組合員に対する貸付金額の最高限度につい
て

第6号議案
第7号議案

付帯決議

決議事項中、権利、義務に関しない軽微な事
項の修正並びに違算・誤字の訂正及び法令そ
の他行政庁の処分、又はこれに基づく指示に
よる場合は必要な字句の修正をなす事を理事
会に一任する

令和元年度　貸借対照表
科　　　目 金　　額

単位：千円(千円未満切捨て)

資 産 の 部
流 動 資 産 合 計有 形 固 定 資 産 合 計
無 形 固 定 資 産 合 計
外 部 出 資 合 計
そ の 他 の 固 定 資 産 計
固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

負 債 の 部
流 動 負 債 合 計
固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

純 資 産 の 部
組 合 員 資 本 合 計
純 資 産 合 計

(小数点以下切捨て)

 森林経営計画の作成状況  除間伐

 保育

 施行集約化実施面積  搬出間伐
 搬出材積  森林作業道
 新植  林道専用道

第
57
回
通
常
総
代
会
開
催
報
告

販売 千円

流 動 出 資 合 計
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令
和
２
年
度　

事
業
計
画

総
括

■
環
境
の
森
づ
く
り
・
循
環
の
森
づ
く
り
を
進
め
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
組
合
員
の
為
の
森
林
組
合
で
あ
る
事
を
再
認
識

し
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
計
画
的
に
組
合
運
営
を

お
こ
な
い
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
注
視
し

な
が
ら
、
行
政
及
び
関
連
企
業
と
連
携
し
て
、
地

域
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

指
導
部
門

■
林
業
従
事
者
の
育
成
を
図
る
為
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
へ
の
支
援
と
緑
の
雇
用
制
度
に
よ
る
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

■
間
伐
を
中
心
と
し
た
育
て
る
林
業
に
加
え
、「
伐

る
↓
使
う
↓
植
え
る
↓
育
て
る
」
と
い
う
循
環
型

林
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
苗
木
生
産
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
事
業
化
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
組
合
情
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

販
売
部
門

■
関
連
企
業
と
の
連
携
を
深
め
木
材
集
積
場
の
体
制

を
充
実
さ
せ
、
木
材
の
安
定
供
給
、
販
売
網
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。

■
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ

り
、
木
材
生
産
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
つ
つ
、

安
全
な
施
業
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
整
備
部
門

■
森
林
経
営
計
画
を
基
に
施
業
地
の
集
約
化
を
実
施

し
、
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
に
よ
り
木
材
生
産

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
進
め
、
森
林
整
備
促
進
に

　

令
和
２
年
６
月
５
日
、
日
南
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
に
て
第
57
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防

の
た
め
、
総
代
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
書
面
議
決
書
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
頂
く
方

法
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
日
野
上
地
区
の
青
葉
誠
也
氏
を
選
任
し
、

総
代
数
１
９
９
名
中
、
実
出
席
総
代
者
２
名
、
書
面

議
決
行
使
数
１
５
１
名
（
不
同
意
２
名
）
の
計
１
５

３
名
の
総
代
に
よ
り
審
議
さ
れ
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
７
号
議
案
及
び
付
帯
決
議
が
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

努
め
ま
す
。

■
各
種
造
林
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
新
植
・
保
育
・

除
間
伐
施
業
の
実
施
、
林
業
専
用
道
、
森
林
作
業

道
等
の
開
設
・
整
備
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
林
業
機
械
、
資
材
、
器
具
、
地
域
に
適
し
た
優
良

苗
木
等
の
斡
旋
に
努
め
ま
す
。

科　　　　目 金    額
令和２年度　損益計画 単位：千円

事 業 総 利 益
事 業 総 収 益 ①
事 業 総 費 用 ②
事 業 総 利 益 ③=①-②

事 業 管 理 費 ④
事 業 利 益 ⑤=③-④

事 業 外 損 益
事 業 外 収 益 ⑥
事 業 外 費 用 ⑦
事 業 外 損 益 ⑧=⑥-⑦

経 常 利 益 ⑨=⑤+⑧
税 引 前 当 期 純 利 益 ⑩

当 期 未 処 分 剰 余 金 ⑰=⑮+⑯
前 期 繰 越 剰 余 金 ⑬

法 人 税 及 び 住 民 税 ⑪
当 期 剰 余 金 ⑫=⑩-⑪

加工
千円森林整備

千円

利用 千円

購買 千円
指導 千円

販売 千円

令和２年度 事業計画
事業別収益（ 億 万）

加工 森林整備 利用 購買 指導 販売

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
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杉
・
桧
の
皆
伐
を
お
考
え
の
方
は
森
林
組
合
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
買
い
取
り
ま
す
。

　

現
在
、
路
網
を
開
設
し
搬
出
間
伐
を
中
心
と
し
た
施

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
徐
々
に
皆
伐
再
造

林
を
推
進
し
、
林
齢
45
〜
65
年
生
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て

い
る
齢
級
構
成
を
平
準
化
し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
確
実
な
更
新
を
図
る
為
、

森
林
組
合
が
立
木
を
買
い
取
り
、
再
造
林
と
合
せ
た
一

貫
作
業
を
行
う
こ
と
で
経
費
等
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

森
林
所
有
者
へ
の
支
援
と
し
て
左
記
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

■
日
南
町
民
有
林
再
造
林
新
植
経
費
補
助
金

植
栽
（
再
造
林
）
経
費
か
ら
造
林
補
助
金
を
差
し
引

い
た
金
額
を
助
成

■
日
南
町
森
林
組
合
皆
伐
・
再
造
林
推
進
支
援
事
業

育
林
（
雪
起
・
下
刈
）
経
費
か
ら
造
林
補
助
金
を
差

し
引
い
た
金
額
を
支
援

　　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
木

材
市
況
が
下
落
し
て
お
り
、
買
い
取
り
を
一
時
見
合
わ

せ
て
お
り
ま
す
。
7
月
1
日
よ
り
買
い
取
り
を
行
う
予

定
で
す
。
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
森
林
組
合
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

杉
・
桧
　
立
木
を
買
い
取
り
ま
す
！

■
複
数
の
林
地
を
面
的
に
と
り
ま
と
め
、
一
体
的
か
つ

計
画
的
に
広
範
囲
に
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
。

■
所
有
者
の
同
意
を
得
て
森
林
を
集
約
化
す
る
こ
と
で
、

　

効
率
的
な
作
業
路
網
が
開
設
で
き
、
機
械
化
が
促
進

さ
れ
生
産
性
向
上
及
び
低
コ
ス
ト
で
の
施
業
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
。

　

搬
出
間
伐
を
行
っ
た
際
は
左
記
２
つ
の
補
助
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
間
伐
補
助
金

②
間
伐
材
搬
出
補
助
金
（
持
出
補
助
金
）

施
業
集
約
に
よ
る
効
率
的
な
間
伐

森林施行のご提案 → 集約化 精算
丸太の売上代金、作業費のお支払い
国や県、町の検査を行い補助金の支払

高性能林業機械を使用した施行の実施

施業提案
（集約化） 

集約施業
の同意

保安林
確認届出 

境界確認業者選定
（業者依頼）

間伐等実施
売上代金・
作業費・補
助金精算

搬出間伐の流れ

皆伐申込 森林調査金額提示 
ご契約・
お支払

皆伐作業再造林育　林

皆伐再造林の流れ
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活　動　報　告

2/18

　

日
南
町
森
林
組
合
、
安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
安
全
管
理
計
画
の
確
認
、
伐
木
作
業
等
の
安

全
対
策
規
制
の
改
正
に
つ
い
て
の
周
知
や
、
リ
ス
ク

を
洗
出
し
、
リ
ス
ク
低
減
策
を
考
え
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
大
会
終
了
後
に
は
、
当
組
合
職
員
に
よ

る
『
令
和
元
年
度
林
業
機
械
化
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
報
告
』、
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
日
野
振
興

セ
ン
タ
ー
日
野
振
興
局　

衣
笠
尚
義
氏
を
お
招
き
し
、

『
シ
カ
被
害
等
に
関
す
る
説
明
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
㈱
環
境
リ
ア
ラ
イ
ズ
専
務
取
締

役 

石
山
浩
一
氏
を
お
招
き
し
、『
林
業
労
働
災
害
を

ど
う
防
ぐ
か
』
を
テ
ー
マ
に
労
働
災
害
の
現
状
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｖ
Ｒ
を
使
っ
た
労

働
災
害
の
疑
似
体
験
で
は
林
業
労
働
災
害
発
生
ま
で

の
過
程
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
、
よ
り
事
故
に
対

す
る
現
実
味
が
湧
き
ま
し
た
。
今
回
だ
け
の
体
験
会

で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
定
期
的
に
勉
強

会
を
開
い
て
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
職
員
一

同
で
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
３
月
17
日
に
、
第
１
期
生
の
卒
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
７
名
の
生
徒
が
１
年
間
の
研
修
を

経
て
卒
業
さ
れ
、
卒
業
式
で
は
中
村
英
明
学
校
長
よ

り
木
製
の
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

の
う
ち
４
名
が
日
南
町
森
林
組
合
に
就
職
し
ま
し
た
。

※
日
南
町
森
林
組
合
に
就
職
し
た
４
名
の
紹
介
は
、
８
頁
に
て

　

令
和
２
年
４
月
６
日
に
は
、
第
２
期
生
の
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、鳥
取
県
内
、東
京
都
、

千
葉
県
、
大
阪
府
か
ら
７
名
の
方
が
入
学
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
１
年
間
、林
業
に
必
要
な
資
格
の
取
得
、

演
習
林
で
の
実
習
で
必
要
な
知
識
や
技
能
を
学
ん
で

い
か
れ
ま
す
。

　

第
２
期
生
７
名
の
方
が
森
林
組
合
に
視
察
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
組
合
長
、
木
村
参
事
に
よ
る
組
合
の
概

要
説
明
の
の
ち
、
造
林
保
育
班
の
作
業
現
場
に
行
き

除
伐
作
業
の
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業

現
場
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
が
２
名
在
籍
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
熱
心
に
見
学
を
さ
れ
た
く
さ
ん
の

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
㈱
グ
リ
ー
ン

シ
ャ
イ
ン
の
作
業
現
場
に
視
察
に
行
か
れ
ま
し
た
。

日
南
町
森
林
組
合　

安
全
衛
生
大
会

4/27 に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
式
・
入
学
式

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
よ
り
視
察

VRを使った労働災害疑似体験の様子 ㈱環境リアライズ専務取締役石山浩一氏による講演の様子 作業班職員による安全宣言

※

Ｖ
Ｒ
と
は
「
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」「
仮
想
現
実
」
の
こ
と
で
す
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原 木 取 扱 量

原木の規格・原木買取価格は、
木材団地事務所へお問合せください

電話　0859-83-0211

林
業
の
仕
事
歴

　

４
年
目

こ
の
仕
事
に
入
っ
た
き
っ
か
け

転
職
を
考
え
て
い
た
時
に
知
人
の
紹
介
で
久
代
さ

ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
林
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
教

わ
り
、
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
内
容

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
の
搬
出
、
伐
倒
、
道

付
け
を
し
ま
す
。
宴
会
で
の
段
取
り
も
！

難
し
い
と
思
う
と
こ
ろ

安
全
を
意
識
し
つ
つ
効
率
よ
く
仕
事
を
す
る
こ

と
。

林
業
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

た
だ
し
冬
は
心
が
折
れ
ま
す
…
…
。

今
後
の
目
標

細
く
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
い
つ
か
地
元

の
山
の
整
備
が
出
来
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

熱
中
し
て
い
る
こ
と

Ｄ
Ｉ
Ｙ
。
家
の
裏
山
に
小
屋
を
建
て
て
、薪
ス
ト
ー

ブ
の
炎
を
見
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
の
が
夢
で

す
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
。
大
山
の
景
色
は
最
高
で
す
！

久代林業　浦部　達洋さん
（32歳・江府町）

昔の人はすごいわぁ

単位：ｍ3

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計
令和元年度

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和２年度 ー ー ー ーー ー ー ー ー ー

令和 ・ 年度 原木取扱量

令和元年度
令和２年度

薪
の
売
り
先
を
探
し
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
だ
け
で
な
く
ス
ギ
・

　
ヒ
ノ
キ
の
薪
も
あ
り
ま
す
。

　
　
よ
か
っ
た
ら
僕
に

　
　
　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
！

㎥

日
南
町
の
林
業
を
支
え
る
人
々
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手
数
料

組
合
員
の
方
は
事
業
費
×
15
％
に
な
り
ま

す
。
但
し
、
持
出
補
助
金
は
材
積
当
た
り

３
０
０
円
（
税
別
）
に
な
り
ま
す
。

精
算
時
期
目
安

■
雪
起
こ
し
・
新
植
・
下
刈
り
、
除
伐
、

　

枝
打

　

8
月
・
11
月
・
1
月

■
間
伐
（
搬
出
）

　

8
月
・
10
月
・
1
月

■
持
出
補
助
金

　

5
月
・
8
月
・
11
月
・
2
月

右
記
を
精
算
時
期
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

作
業
の
終
了
時
期
、
申
請
件
数
や
降
雪

の
状
況
、
そ
れ
に
伴
い
県
の
検
査
状
況
、

県
・
国
予
算
の
執
行
状
況
に
よ
り
精
算

時
期
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

担
当　

森
林
管
理
課

令
和
元
年
度　
第
６
回
理
事
会
（
令
和
元
年
12
月
13
日
）

協
議
事
項

　
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
電
気
・
熱
供
給
事
業
に
つ
い
て

　
・
苗
木
生
産
事
業
に
つ
い
て

　
・
農
林
年
金
特
例
業
務
負
担
金
の
長
期
前
納
に
つ
い
て

　
・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

令
和
元
年
度　
第
７
回
理
事
会
（
令
和
２
年
１
月
10
日
）

協
議
事
項

　
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
電
気
・
熱
供
給
事
業
に
つ
い
て

　
・
苗
木
生
産
事
業
に
つ
い
て

　
・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

令
和
元
年
度　
第
８
回
理
事
会
（
令
和
２
年
３
月
12
日
）

協
議
事
項

　
・
令
和
元
年
度
１
月
期
仮
決
算
並
び
に
期
末
見
込
み

　
　
に
つ
い
て

　
・
固
定
資
産
の
取
得
、
固
定
資
産
売
却
に
つ
い
て

　
・
日
南
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
・
奨
学
金
制
度
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　
・
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

　
・
皆
伐
・
再
造
林
推
進
支
援
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
・
参
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
・
職
員
の
昇
給
並
び
に
給
与
の
改
訂
に
つ
い
て

　
・
㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
ニ
チ
ナ
ン
に
つ
い
て

理 

事 

会 

開 

催 

報 

告

令
和
元
年
度　
第
9
回
理
事
会
（
令
和
２
年
３
月
25
日
）

協
議
事
項

　
・
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

令
和
2
年
度　
第
1
回
理
事
会
（
令
和
２
年
５
月
14
日
）

協
議
事
項

　
・
日
南
町
森
林
組
合
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
・
第
57
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

　
・
監
事
監
査
の
指
導
事
項
等
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　
・
令
和
２
年
度
各
種
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

　
・
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
・
分
収
造
林
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
・
奨
学
資
金
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

　
・
苗
木
生
産
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

令
和
2
年
度　
第
2
回
理
事
会
（
令
和
２
年
６
月
５
日
）

協
議
事
項

　
・
役
員
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
・
役
員
報
酬
の
支
払
方
法
に
つ
い
て

　
・
各
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
・
日
南
町
森
林
組
合
旅
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
・
鳥
取
県
森
林
組
合
連
合
会
監
査
に
つ
い
て

　
・
職
員
夏
季
賞
与
支
給
に
つ
い
て

令
和
２
年
度

補
助
金
取
扱
手
数
料

及
び
精
算
時
期
に
つ
い
て
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日南町森林組合新入作業員紹介
にちなん中国山地林業アカデミーを卒業し、森林組合に入組された４名を紹介します。

木材伐出班　小谷　昌央（28歳）
林業に携わろうと思ったきっかけ
町内には山が多く手入れが必要だと思ったから。
仕事内容
集材、運材、伐木をしています。かかり木の処理
やつるが絡んでいる木の伐木が難しいです。
よかったと思うところ
汗をかいて仕事をして、山がきれいになっていく
様子が見られ達成感が得られます。今後は、かか
らずに木を倒す、木をコントロールし、狙い通りに倒せるようになりたいです。

木材伐出班　渡邉　健治（32歳）
林業に携わろうと思ったきっかけ
父親が林業の仕事をしていたことが自分も目指す
きっかけとなりました。
仕事内容
伐木、搬出等をしています。
同じ現場でも日によって状況が違うところが難し
いです。

よかったと思うところ
自然の中で体を動かすことが好きなので、そんな中仕事ができるところがよいです。
これからいろんな資格もとり頑張っていきたいです。

造林保育班　吉田　岳史（38歳）
林業に携わろうと思ったきっかけ
首都圏での仕事や暮らしの中で、人生のうち一度は山
の近くに住み、汗水たらしながら働いてみたいとの思
い自然と強くなり林業を志すようになりました。
仕事内容
苗木を山の斜面に一本一本植えたり、木を起こし周り
の雑草や灌木を伐ったりしています。同じ現場ではな
いという点が難しいです。これから行う作業について、
より安全に、より正確に、より丁寧に、より迅速に…と一瞬一瞬反省です。
よかったと思うところ
とにかく気持ちがいいです。作業後の森林、山々、絶景です。今後は、ケガなく安
全に地道に作業を継続していきたいです。

造林保育班　前田　明日花（22歳）
林業に携わろうと思ったきっかけ
大学で森林・林業について学ぶ中で興味を持ちました。
仕事内容
入組してからは、枝打ち、除伐、雪起こしを行いました。
山全体を把握しながら作業をしていかなければならな
いところ、丁寧かつ素早く作業をするところが難しい
です。

よかったと思うところ
自然の中で仕事ができるところ。とても楽しいです。今後は、自分の仕事に自信を持っ
て作業できるようになりたいと思います。
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相談員　　

課長 課長 課長 課長

係長 職員

職員 係長 臨時

職員

班長 班長

職員

職員

嘱託

嘱託

嘱託

臨時

参事　木村実次 秋末光司

日南町森林組合組織図　　　　　　
令和2年6月1日現在

総代会
監事会

理事会

代表理事組合長
平田広志

総務部 事業部

総務課 企画管理課 森林管理課 森林整備課 販売課

課長
木村実次(兼) )兼(次実村木 木村実次(兼) 増田隆洋 矢田貝大志

作業班
河上洋生

課長補佐 嘱託
藤原孝志 石川孝志 守家康太

大塚万里加 木下正啓 山城博邦

河田千鶴

職員 木材伐出 造林保育
大塚卓也 青戸一也 福岡正純

太田満也 吉川善明
飯塚展あ 見田勝彦

毛利裕嗣 山形篤司 末岡直人
渡邊健治 小竹俊彰
小谷昌央 槇原拓人

池田伊織 吉田岳史
前田明日花

松本公則

石川孝志(兼)

山根隆男

古垣内優子
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お 知 ら せ

林業の労働災害が大幅に増加しています
令和元年の鳥取県内の林業の休業４日以上の労働災害による被災者数は 13 人でしたが、令和２年は３月
末で10人となっています。
昨年の同時期は３人でしたので、前年同期に比べ 233％の大幅増加となっており、腰を骨折するなどの重
篤な災害も発生しています。さらに、４月には林業現場において死亡災害も発生しています。
林業における労働災害を防止するため、伐木、かかり木の処理、造材の作業による危険等の防止対策の徹
底と自主的な安全衛生活動の促進を図り、林業作業の安全確保を推進してください。
令和２年の災害発生状況（抜粋）は以下の通りです。

　 かかり木の処理中に、かかった木が作業者の方に向かってきたため、避難しようとしたが
避けきれずに転倒し、木が足の上に落ちてきた。
　伐倒作業中、受け口を入れた後、追い切りを入れて倒そうとしたが、倒れなかったので、
ツルを切り伐倒したところ、伐倒木に触れていた別の木が顔に落ちてきた。
　 斜めに傾いた胸高直径25㎝の杉に切り口を入れたところ、木が裂けあがり、倒れて来た
木が当たった。
　杉を伐倒したところ、芯が腐っており、予想より早く倒れ、かつ、周辺の立木にぶつかり
跳ね返り、伐倒した労働者にあたった。
　伐倒した杉の枝払いを行っていたところ、枝払いした枝がチェンソーに当たり、チェー
ンソーが左足に当たった。
　被災者の上方で造材作業をしていた労働者が玉切りした材が転がり落ち、被災者に当たっ
た。

労働災害発生状況

■日南町内に山林を10アール以上所有されている方は組合への加入が出来ます。詳しくはお問合せください。
■亡くなられた組合員の方の名義の変更がまだの方は森林組合までご連絡いただきますようお願いいたしま
　す。届出用紙をお送りいたします。引越しをされてご住所が変更になられた方も森林組合までご連絡いた
　だきますようお願いいたします。

担当　総務課

組合員の加入、名義変更等について

編集後記　　
　新型コロナウイルス感染症が発症して約６ヶ月が経ちました。新規
感染者の減少により、緊急事態宣言は解除されましたが、まだまだ
終息が見込めません…。引き続き拡大防止に取り組み、早く平穏な
日常が訪れてほしいものです。( 編集員 )

グリーンコミュニティー　№151
発　　　行　　日南町森林組合
発　行　日　　令和2年 6月
発行責任者　　平田 広志
印　　　刷　　株式会社 高下印刷

組合員数（令和2年5月31日現在）
正組合員数　　 １,503名
准組合員数　　　　　8名


